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令和8年度 　主要事業
「住みたいまち潮来」の実現に向けて

　地域おこし協力隊制度を拡充し、アクティビティ、食文化継承、高大連携事業、観光商工、
あやめ栽培、部活動地域展開の分野で新たに12名の採用を
予定し、更なる地域活性化を図ります。

　認定こども園等の第2子以降保育料の軽減について、これまで設けていたきょうだいの年齢要
件（0歳～小学3年生まで）を撤廃します。対象者を拡充し子育て支援の充実を図り、子どもを安
心して生み育てられる環境づくりを推進します。

　生まれ故郷や応援したい自治体に寄附できる「ふるさ
と納税」制度を積極的に活用し、寄附の獲得及び財源の
確保を目指すため、新規出品事業者や新規返礼品の開拓
等を強化します。

　新たに手話言語条例を制定し、誰でも安心して生活で
きる共生社会の実現を目指します。
　また、障がいのある人たちがスポーツを通じて交流をすすめ
る、鹿行地区障がい者スポーツ交流大会を潮来市で開催します。

　今年市制施行25周年を迎えることを記念し、市の発展
に貢献した個人や団体の功績を称えるとともに今後の市
政伸展を期することを目的として記念事業を実施します。

地域おこし協力隊事業（43,649千円）

多子世帯保育料軽減等事業（2,322千円）

ふるさとづくり寄附金制度推進事業（173,379千円）

障がい者に対する理解を深める研修・啓発事業
障がい者スポーツ交流事業（1,279千円）

市制25周年記念事業（5,885千円）

市民協働分野

保健・医療・福祉分野

行財政分野

　体育施設予約システムのオンライン化により、パソコンやスマートフォンから施設の空き状
況の照会、利用予約申請が可能になり、24時間利用予約が
可能になります。

体育施設予約システム（454千円）
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　「部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業」「潮来市スポーツ・カルチャークラブコーディネート
事業」により部活動の地域展開を実施します。(軟式野球、サッカー、ソフトテニス、バスケットボー
ル、バレーボール、剣道、卓球、ボート、吹奏楽、美術)

　主権者教育の一環として、未来を担う子どもたちが疑似議会
を体験し、市や議会の仕組み・施策を学ぶことで市政への関心を
高めるとともに、中学生からの意見を今後のまちづくりに活か
すことを目的にこども議会を開催します。

　成田国際空港でのPR等を実施し、インバウンド観光客の増加を
図ります。また、観光資源である「藤棚」等の整備に取り組みます。

　指定管理者の運営により、民間企業の経験及びノウハウを活
かした健康増進サービス向上とコスト削減を図るとともに、経
年劣化対策として受変電設備の改修工事を実施し、引き続き皆
さまに親しまれる施設を目指します。

　持続可能な公共交通ネットワークの形
成を目指し、利用者負担無償によるコミュ
ニティバス実証運行を1年間行います。ま
た、令和８年度をもって計画期間満了とな
る「潮来市地域公共交通計画」の改定を行
います。

　イノシシ捕獲に対する報償金、わな等の購入費用へ補助金を交付するほか、鳥獣による農作物
への被害防止のため、電気柵等を設置する費用に対して、補助金を交付し、安心できる生活環境
の維持に取り組みます。

　市民の移動の安全と利便性を高めるため、幹
線道路や生活道路の整備を行います。また、通
学路の歩道整備や潮来駅周辺の電線のかさ上げ
など歩行者の安全性の向上を図ります。
　その他、道路維持事業では、引き続き側溝蓋
掛け工事を実施します。

部活動地域展開・地域クラブ活動推進事業（4,547千円）

鳥獣被害防止施設整備事業（2,256千円）

道路新設改良事業（153,795千円） 地域公共交通網形成事業（47,992千円）

ヘルスランドさくら管理事業（44,519千円）

花あかり水の郷計画事業（24,416千円）

こども議会事業（80千円）

教育・文化分野

産業振興分野

生活環境分野

土地利用基盤整備分野

　物価高騰による市民への生活支援や市内経済の活性化として、
市民1人あたり5,000円分の商品券を給付します。

潮来市生活応援商品券事業（133,830千円）


